
平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
（評価者：海域ワーキンググループ） 

モニタリング項目 No. ③ 「北海道水産現勢」からの漁獲量変動の把握 

モニタリング実施主体 北海道 

対応する評価項目 Ⅰ 特異な生態系の生産性が維持されていること。 
Ⅲ 遺産登録時の生物多様性が維持されていること。 
Ⅳ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続的な水産資源利用   による安定的な漁業が両立されていること。 

モニタリング手法  

評 価 指 標  漁獲量を調査 

評 価 基 準  基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎
的な情報を収集するためのモニタリング） 

評 価 □評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善   □現状維持 □悪化 

【サケ類】 

・サケ類の資源評価は過去 20年間の沿岸漁獲量を参考に，資源水準を

高位（>+10%），中位（±10%）、低位（<-10%）として評価した。                                                                          

・サケは 2017年に漁獲量が急激に減少し、近年にない不漁となった。

過去 20年間の平均漁獲量を基準として最近 5ヶ年(2013-2017年)の

資源水準を評価した結果，低位水準(-31.6%)となり、特に羅臼側で

減少度合が大きい（斜里側-25.5%、-47.2％)。 

・2 年の生活史を持つカラフトマスは，偶数年級群と奇数年級群によ

り資源水準が異なる。そのため，偶数年級群と奇数年級群に分けて

資源評価を行った。 

・高位水準で推移してきたカラフトマス奇数年級群(2013-2015-2017

年)は 2011 年以降急減して低位水準(-68.6%)となっており、斜里川

で減少度合が大きくなっている（斜里側-70.8%, 羅臼側-46.8%）。 

・カラフトマス偶数年級群(2012-2014-2016 年)は低い水準が続き

（-54.6%)、その傾向は両半島側で変わらない（斜里側-55.8%, 羅臼

側-39.3%）。ただし、2016年の漁獲量は増加し（2014年の約 7倍）、

2010年以降では最高となった。 

【スケトウダラ】 

安定した漁業を持続的に維持していくために、漁業者による自主規

制など資源保護への取り組みの協力も得ていく一方で、資源のモニタ

リングを継続していく必要がある。産卵期以外に、魚価の安い若齢魚

や産卵成熟前の個体の漁獲量が増加していた時期もあったことから、

このような変化を引き起こした要因について検討するとともに、漁期

や漁場の変化について環境モニタリングの結果と合わせて今後も注視

していく必要がある。 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
今 後 の 方 針 【サケ類】 

・陸域-海域生態系の相互作用の評価およびサケ類の持続的資源管理の

ために、モニタリングの継続が必要である。 

・サケ、カラフトマスの資源変動が大きくなっていることから、現在

奇数年だけ実施している遡上数モニタリングを毎年実施することが

望ましい。 

【スケトウダラ】 

安定した漁業を持続的に維持していくために、漁業者による自主規

制など資源保護への取り組みの協力も得ていく一方で、資源のモニタ

リングを継続していく必要がある。産卵期以外に、魚価の安い若齢魚

や産卵成熟前の個体の漁獲量が増加していた時期もあったことから、

このような変化を引き起こした要因について検討するとともに、漁期

や漁場の変化について環境モニタリングの結果と合わせて今後も注視

していく必要がある。 

また根室海峡全体におけるスケトウダラ資源の保全のためには、ロ

シアとの学術的観点からの交流を含め、国後島側などでのロシア漁船

による漁獲の状況などを含め、北海道本島側と国後島側双方における

漁獲量などの漁業情報や資源状況などについて、日露両国における情

報の共有化を図っていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
＜調査・モニタリングの結果＞ 

〔漁業生産高の推移〕 

○斜里町                               （単位：トン、百万円） 

 

 

 

 

図 1 漁獲量、漁獲金額の推移（斜里町） 作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

・主要魚種別の推移 

      

 

図 2 主要魚種漁獲量、漁獲金額の推移（斜里町） 作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
・魚種別漁獲量・漁獲金額 

 

図 3 魚種別漁獲量・漁獲金額の推移（斜里町）   作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
○羅臼町                               （単位：トン、百万円） 

 

 

 
図 4 漁獲量、漁獲金額の推移（羅臼町） 作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 

・主要魚種別の推移 

 

 

     図 5 主要魚種漁獲量、漁獲金額の推移（羅臼町） 作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
・魚種別漁獲量、漁獲金額 

 

図 6  魚種別漁獲量、漁獲金額の推移（羅臼町） 作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
〇（参考）斜里町および羅臼町における漁業生産の経年変化 

 

 

 

 

 

  

出典：斜里町および羅臼町における漁業生産の経年変化（鳥澤，2013） 

図 7 斜里町及び羅臼町における漁業生産の経年変化 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
〔スケトウダラ〕 

◇斜里町及び羅臼町におけるスケトウダラ漁獲量と漁獲金額の推移 

 

〇斜里町 

 

 

 

 

○羅臼町 

 

 

 

 

  
図 8 漁獲量と漁獲金額の推移（斜里町・羅臼町） 

出典：北海道「北海道水産現勢」 

最近の推移 

最近の推移 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
◇参考データ 

（１） スケトウダラの資源状態の把握と評価（根室海峡） 

〇スケトウダラの漁獲の動向 

漁獲量は、1989年漁期の 11.1万トンを最高にその後急激に減少して 2000年漁期に 1.0万トンを下回った。 その後

緩やかに増加したが 2012年漁期以後再び減少して 2017年漁期は 0.49万トンであった。 

 

  

 

 

 

〇資源状態 

すけとうだら刺網の CPUEは 1989年を最高にその後急激に減少した。 1991～2015年漁期は 1.0～3.1トン／隻日であ

ったが、2016、2017年漁期の CPUEは低く、1.0トン／隻日を下回った。 資源水準は、1981～2017年漁期の 37年間の

CPUEの最大値 10.8（トン／隻日）と最小値 0.8（トン／隻日）の間を 3等分して高・中・低位とした。 2017年漁期

の CPUEは 0.8（トン／隻日）であったことから水準は低位、動向は直近 5年間（2013～2017年漁期）の CPUEの推移

から減少と判断した。 

 

 

 

 

図 9 スケトウダラの漁獲の動向 

図出典：水産庁「平成 30年度我が国周辺水域の資源評価 ダイジェスト版」 

図 10 スケトウダラ根室海峡の資源水準値 

図出典：水産庁「平成 30年度我が国周辺水域の資源評価 

 ダイジェスト版」 

図 11  根室海峡におけるスケトウダラ産卵量

指数の経年変化 

出典：羅臼漁業協同組合データ （2014年は機

器故障のためデータなし） 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
〔サケ類〕 

◇サケ類沿岸来遊数 

○シロザケ漁獲量の推移 

【斜里側（斜里町・網走市）】 

・1997年～2017年漁獲量の推移 

  

 

 

 

 

最近の漁獲量(t) 

 

 

 

【羅臼側（羅臼町）】 

 

 

 

 

最近の漁獲量(t) 

 

 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

図 12 シロザケ漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>） 

図 13 シロザケ漁獲量の推移（羅臼側<羅臼町>） 

・平均漁獲量（1997～2016年 20カ年平均）  34,118 t   

・平均漁獲量 +10%値  37,529 t  平均漁獲量 -10%値 30,706 t 

・平均漁獲量（1997～2016年 20カ年平均）  13,443 t   

・平均漁獲量 +10%値  14,788 t  平均漁獲量 -10%値 12,099 t 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
【斜里側＋羅臼側（斜里町、網走市、羅臼町）】 

 

 

 

 

最近の漁獲量(t) 

 

 

 

〇カラフトマス漁獲量の推移 

【斜里側（斜里町、網走市）】 

・1997年～2017年漁獲量の推移 

 

 

 

最近の漁獲量(t) 

 

 

図 15 カラフトマス漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>） 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 

図 14 シロザケ漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側<斜里町、網走市、羅臼町>） 

・平均漁獲量（1997～2016年 20カ年平均）  47,561 t   

・平均漁獲量 +10%値  52,317 t  平均漁獲量 -10%値 42,805 t 

・平均漁獲量（1997～2016年 20カ年平均）  5,752 t   

・平均漁獲量 +10%値  6,327 t  平均漁獲量 -10%値 5,177 t 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
・奇数年の漁獲量の推移

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・偶数年の漁獲量の推移 

 

 

 

 

 

 

 図 17 偶数年のカラフトマス漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>） 

奇数年漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>）（t） 

偶数年漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>）（t） 

・平均漁獲量（1997～2015<奇数年>の平均）  5,629 t  

・平均漁獲量 +10%値  6,192 t  平均漁獲量 -10%値 5,066 t 

図 16 奇数年のカラフトマス漁獲量の推移（斜里側<斜里町、網走市>） 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」  ・平均漁獲量（1994～2014<偶数年>の平均）  7,243t   

・平均漁獲量 +10%値  7,968 t  平均漁獲量 -10%値 6,519 t 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
【羅臼側（羅臼町）】 

・1997年～2017年漁獲量の推移 

 

 

 

 

最近の漁獲量(t) 

 

 

 

・奇数年の漁獲量の推移 

 

 

 

 

奇数年漁獲量の推移（羅臼側〈羅臼町〉） （t） 

  

・平均漁獲量（1997～2015<奇数年>の平均）  558 t  

・平均漁獲量 +10%値  613 t  平均漁獲量 -10%値 502 t 

図 18 カラフトマス漁獲量の推移（羅臼側<羅臼町>） 

図 19 偶数年のカラフトマス漁獲量の推移（羅臼側<羅臼町>） 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」  
・平均漁獲量（1997～2016年 20カ年平均）  559t   

・平均漁獲量 +10%値  615t  平均漁獲量 -10%値 503 t 



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
・偶数年の漁獲量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

【斜里側＋羅臼側（斜里町、網走市、羅臼町）】 

・1997年～2017年漁獲量の推移 

 

 

 

 

最近の漁獲量（t） 

 

 

 

  

偶数年漁獲量の推移（羅臼側〈羅臼町〉）（t） 

図 21 カラフトマス漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側<斜里町、網走市、羅臼町>） 

図 20 偶数年のカラフトマス漁獲量の推移（羅臼側<羅臼町>） 

・平均漁獲量（1996～2014<偶数年>の平均）  582 t   

・平均漁獲量 +10%値  640 t  平均漁獲量 -10%値 524 t 

・平均漁獲量（1997～2016カ年平均）  6,311 t   

・平均漁獲量 +10%値  6,942t  平均漁獲量 -10%値 5,680 t 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」  



平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
・奇数年の漁獲量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・偶数年の漁獲量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 奇数年のカラフトマス漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側<斜里町、網走市、羅臼町>） 

偶数年漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側〈斜里町、網走市、羅臼町〉）（t） 

・平均漁獲量（1996～2014<偶数年>の平均）  7,349t   

・平均漁獲量 +10%値  8,084 t  平均漁獲量 -10%値 6,614 t 

・平均漁獲量（1997～2015<奇数年>の平均）  6,187 t  

・平均漁獲量 +10%値  6,805 t  平均漁獲量 -10%値 5,568 t 

奇数年漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側〈斜里町、網走市、羅臼町〉）（t） 

図 23 偶数年のカラフトマス漁獲量の推移（斜里側＋羅臼側<斜里町、網走市、羅臼町>） 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」  


